
(57)【要約】

【課題】洗面カウンター上を広く使用することができ、

バックガード部の前後奥行き寸法を小さく抑えてコンパ

クト化を図ることもできる排水栓遠隔操作装置を提供す

る。

【解決手段】洗面ボウル１を有する洗面カウンター２の

後端にバックガード部３が立設され、バックガード部３

の前面に排水栓４を開閉動作させる操作手段Ａを備え、

操作手段Ａと排水栓４とはレリース５によって連結され

ており、操作手段Ａの操作によりレリース５のアウター

チューブ６内をインナーワイヤ７が摺動し、これに連動

して排水栓４が上下方向に開閉動作される排水栓遠隔操

作装置において、バックガード部３の前面に上下方向で

スライド動作される操作体８を付設して、操作体８には

バックガード部３の内部スペースＳに突出する連結部９

を設け、同内部スペースＳではレリース５の端部を上方

へ向けて固定し、この端部でインナーワイヤ７の上端７

ａと操作体８の連結部９とを結合した。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 面 に 洗 面 ボ ウ ル を 有 す る 洗 面 カ ウ ン タ ー の 後 端 に バ ッ ク ガ ー ド 部 が 立 設 さ れ 、 バ ッ ク
ガ ー ド 部 の 前 面 に 洗 面 ボ ウ ル の 排 水 栓 を 開 閉 動 作 さ せ る 操 作 手 段 を 備 え 、 操 作 手 段 と 排 水
栓 と は レ リ ー ス に よ っ て 連 結 さ れ て お り 、 操 作 手 段 の 操 作 に よ り レ リ ー ス の ア ウ タ ー チ ュ
ー ブ 内 を イ ン ナ ー ワ イ ヤ が 摺 動 し 、 こ れ に 連 動 し て 排 水 栓 が 上 下 方 向 に 開 閉 動 作 さ れ る 排
水 栓 遠 隔 操 作 装 置 で あ っ て 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 の 前 面 に 上 下 方 向 で ス ラ イ ド 動 作 さ れ る 操 作
体 を 操 作 手 段 と し て 付 設 し て 、 操 作 体 に は バ ッ ク ガ ー ド 部 の 内 部 ス ペ ー ス に 突 出 す る 連 結
部 を 設 け 、 同 内 部 ス ペ ー ス で は レ リ ー ス の 端 部 を 上 方 へ 向 け て 固 定 し 、 こ の レ リ ー ス の 端
部 で 上 下 方 向 に 摺 動 さ れ る イ ン ナ ー ワ イ ヤ の 上 端 と 前 記 操 作 体 の 連 結 部 と を 結 合 し て な る
排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 バ ッ ク ガ ー ド 部 の 内 部 ス ペ ー ス に お い て 、 レ リ ー ス の ア ウ タ ー チ ュ ー ブ の 端 部 を バ ッ ク
ガ ー ド 部 の 前 面 壁 の 裏 側 に 支 持 部 材 を 介 し て 結 合 固 定 し 、 操 作 体 の 連 結 部 を 後 下 方 へ と 折
曲 し た 略 Ｌ 字 状 に 形 成 し て 、 こ の 略 Ｌ 字 状 の 連 結 部 の 下 端 と 前 記 レ リ ー ス の イ ン ナ ー ワ イ
ヤ の 上 端 と を 結 合 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 バ ッ ク ガ ー ド 部 の 前 面 壁 に 形 成 し た 取 付 用 開 口 に 操 作 体 を 上 下 方 向 ス ラ イ ド 自 在 に 係 合
保 持 さ せ 、 操 作 体 の 前 表 面 に 操 作 摘 み 片 を 突 設 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載
の 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 発 明 は 、 洗 面 ボ ウ ル の 排 水 栓 を 開 閉 動 作 さ せ る 操 作 手 段 を 備 え 、 操 作 手 段 と 排 水 栓
と が レ リ ー ス に よ っ て 連 結 さ れ た 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 洗 面 ボ ウ ル １ の 排 水 栓 ４ を 開 閉 動 作 さ せ る 操 作 手 段 Ｂ を
備 え 、 操 作 手 段 Ｂ と 排 水 栓 ４ と が レ リ ー ス ５ に よ っ て 連 結 さ れ た 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 は 知
ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ ： 特 開 平 ７ － ２ ２ ４ ４ ５ １ 号 公 報 ） 。 こ の 場 合 、 操 作 手 段 Ｂ の 操
作 に よ り レ リ ー ス ５ の ア ウ タ ー チ ュ ー ブ ６ 内 を イ ン ナ ー ワ イ ヤ ７ が 摺 動 し 、 こ れ に 連 動 し
て 排 水 栓 ４ が 上 下 方 向 に 開 閉 動 作 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 に あ っ て は 、 操 作 手 段 Ｂ に よ る 遠 隔 操 作 に よ っ て 排 水 栓 ４ を 開
閉 動 作 さ せ る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 こ の 場 合 、 洗 面 ボ ウ ル １ を 有 す る 洗 面 カ ウ ン
タ ー ２ の 上 面 に 上 下 方 向 で ス ラ イ ド 動 作 さ れ る 操 作 体 ８ が 操 作 手 段 Ｂ と し て 突 設 さ れ て お
り 、 こ の 操 作 体 ８ が 邪 魔 に な っ て 洗 面 カ ウ ン タ ー ２ の 上 面 を 広 く 使 用 す る こ と が で き な い
も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 洗 面 カ ウ ン タ ー ２ の 後 端 に 立 設 さ れ た バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 前
面 に 、 操 作 手 段 Ｃ と し て 操 作 体 ８ が 付 設 さ れ た 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 も 知 ら れ て い る （ 特 許
文 献 ２ ： 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ３ ３ ３ ３ １ 号 公 報 ） 。 こ の 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 に あ っ て は 、 洗
面 カ ウ ン タ ー ２ の 上 面 に 操 作 手 段 Ｃ が 存 在 し な い の で 、 こ の 洗 面 カ ウ ン タ ー ２ の 上 面 を 広
く 使 用 す る こ と は で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 場 合 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 前 面 で 操 作 体 ８ が 前 後 方 向 に ス ラ イ ド 動
作 さ れ る も の で あ り 、 操 作 体 ８ は 前 方 へ 突 出 動 作 さ れ た 際 に 邪 魔 に な る 。 し か も 、 バ ッ ク
ガ ー ド 部 ３ の 内 部 ス ペ ー ス Ｓ で レ リ ー ス ５ は 湾 曲 さ れ 、 こ の 湾 曲 の 曲 率 半 径 が 小 さ く な る
と 、 レ リ ー ス ５ の ア ウ タ ー チ ュ ー ブ ６ 内 に お け る イ ン ナ ー ワ イ ヤ ７ の 摺 動 性 に 支 障 を 来 た
す と い う こ と で 同 曲 率 半 径 は 大 き く さ れ 、 そ の た め 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 前 後 奥 行 き 寸 法
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が 大 き く な っ て し ま う も の で あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ２ ４ ４ ５ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ３ ３ ３ ３ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 願 発 明 は 、 上 記 背 景 技 術 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 課 題 は 、 操 作 手 段 が 邪 魔 に な
ら ず 洗 面 カ ウ ン タ ー 上 を 広 く 使 用 す る こ と が で き 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 の 前 後 奥 行 き 寸 法 を 小
さ く 抑 え て コ ン パ ク ト 化 を 図 る こ と も で き る 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 願 発 明 の 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 は 、 上 面 に 洗 面 ボ ウ ル を 有
す る 洗 面 カ ウ ン タ ー の 後 端 に バ ッ ク ガ ー ド 部 が 立 設 さ れ 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 の 前 面 に 洗 面 ボ
ウ ル の 排 水 栓 を 開 閉 動 作 さ せ る 操 作 手 段 を 備 え 、 操 作 手 段 と 排 水 栓 と は レ リ ー ス に よ っ て
連 結 さ れ て お り 、 操 作 手 段 の 操 作 に よ り レ リ ー ス の ア ウ タ ー チ ュ ー ブ 内 を イ ン ナ ー ワ イ ヤ
が 摺 動 し 、 こ れ に 連 動 し て 排 水 栓 が 上 下 方 向 に 開 閉 動 作 さ れ る 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 で あ っ
て 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 の 前 面 に 上 下 方 向 で ス ラ イ ド 動 作 さ れ る 操 作 体 を 操 作 手 段 と し て 付 設
し て 、 操 作 体 に は バ ッ ク ガ ー ド 部 の 内 部 ス ペ ー ス に 突 出 す る 連 結 部 を 設 け 、 同 内 部 ス ペ ー
ス で は レ リ ー ス の 端 部 を 上 方 へ 向 け て 固 定 し 、 こ の レ リ ー ス の 端 部 で 上 下 方 向 に 摺 動 さ れ
る イ ン ナ ー ワ イ ヤ の 上 端 と 前 記 操 作 体 の 連 結 部 と を 結 合 し て な る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 願 発 明 の 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 に お い て は 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 の 前 面 に 洗 面 ボ ウ ル の 排 水
栓 を 開 閉 動 作 さ せ る 操 作 手 段 を 備 え て お り 、 し か も 、 操 作 手 段 と し て 付 設 さ れ る 操 作 体 が
バ ッ ク ガ ー ド 部 の 前 面 に 上 下 方 向 で ス ラ イ ド 動 作 さ れ る も の で あ る た め 、 操 作 手 段 と な る
操 作 体 は 邪 魔 に な ら ず 、 洗 面 ボ ウ ル を 有 す る 洗 面 カ ウ ン タ ー の 上 面 及 び そ の 上 方 を 広 く 使
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 操 作 体 に は バ ッ ク ガ ー ド 部 の 内 部 ス ペ ー ス に 突 出 す る 連 結 部 が 設 け ら れ 、 同 内 部
ス ペ ー ス で は レ リ ー ス の 端 部 が 上 方 へ 向 け て 固 定 さ れ 、 こ の レ リ ー ス の 端 部 で 上 下 方 向 に
摺 動 さ れ る イ ン ナ ー ワ イ ヤ の 上 端 と 前 記 操 作 体 の 連 結 部 と が 結 合 さ れ る た め 、 レ リ ー ス は
バ ッ ク ガ ー ド 部 の 内 部 ス ペ ー ス で 曲 げ ら れ る こ と な く 略 直 線 状 と さ れ 、 レ リ ー ス の ア ウ タ
ー チ ュ ー ブ 内 に お け る イ ン ナ ー ワ イ ヤ の 摺 動 性 に 支 障 を 来 た す こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 こ の 場 合 、 レ リ ー ス は 上 下 方 向 で 略 直 線 状 に し て 収 容 さ れ 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 の 内
部 ス ペ ー ス を 前 後 に 狭 く 形 成 す る こ と が で き 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 の 前 後 奥 行 き 寸 法 を 小 さ く
抑 え て 洗 面 カ ウ ン タ ー の コ ン パ ク ト 化 を 図 る こ と も で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ 、 ２ は 、 本 願 の 請 求 項 １ ～ ３ 全 て に 対 応 し た 一 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 こ の 実 施 形
態 の 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 上 面 に 洗 面 ボ ウ ル １ を 有 す る 洗 面 カ ウ ン
タ ー ２ の 後 端 に バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ が 立 設 さ れ 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 前 面 に 洗 面 ボ ウ ル １ の
排 水 栓 ４ を 開 閉 動 作 さ せ る 操 作 手 段 Ａ を 備 え て い る 。 そ し て 、 操 作 手 段 Ａ と 排 水 栓 ４ と は
レ リ ー ス ５ に よ っ て 連 結 さ れ て お り 、 操 作 手 段 Ａ の 操 作 に よ り レ リ ー ス ５ の ア ウ タ ー チ ュ
ー ブ ６ 内 を イ ン ナ ー ワ イ ヤ ７ が 摺 動 し 、 こ れ に 連 動 し て 排 水 栓 ４ が 上 下 方 向 に 開 閉 動 作 さ
れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 場 合 に 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 前 面 に 上 下 方 向 で ス ラ イ ド 動 作 さ れ る 操 作 体 ８ を 操 作
手 段 Ａ と し て 付 設 し て 、 操 作 体 ８ に は バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 内 部 ス ペ ー ス Ｓ に 突 出 す る 連 結
部 ９ を 設 け 、 同 内 部 ス ペ ー ス Ｓ で は レ リ ー ス ５ の 端 部 を 上 方 へ 向 け て 固 定 し 、 こ の レ リ ー

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-247352 A 2007.9.27



ス ５ の 端 部 で 上 下 方 向 に 摺 動 さ れ る イ ン ナ ー ワ イ ヤ ７ の 上 端 ７ ａ と 前 記 操 作 体 ８ の 連 結 部
９ と を 結 合 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 実 施 形 態 の 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 に あ っ て は 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 内 部 ス ペ ー ス Ｓ に
お い て 、 レ リ ー ス ５ の ア ウ タ ー チ ュ ー ブ ６ の 端 部 を バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 前 面 壁 ３ １ の 裏 側
に 支 持 部 材 １ ０ を 介 し て 結 合 固 定 し 、 操 作 体 ８ の 連 結 部 ９ を 後 下 方 へ と 折 曲 し た 略 Ｌ 字 状
に 形 成 し て 、 こ の 略 Ｌ 字 状 の 連 結 部 ９ の 下 端 ９ ａ と 前 記 レ リ ー ス ５ の イ ン ナ ー ワ イ ヤ ７ の
上 端 ７ ａ と を 結 合 し て い る 。 ま た 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 前 面 壁 ３ １ に 形 成 し た 取 付 用 開 口
１ １ に 操 作 体 ８ を 上 下 方 向 ス ラ イ ド 自 在 に 係 合 保 持 さ せ 、 操 作 体 ８ の 前 表 面 に 操 作 摘 み 片
１ ２ を 突 設 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 こ の 実 施 形 態 の 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 を よ り 具 体 的 詳 細 に 説 明 す る 。 こ の 実 施 形 態
の 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 洗 面 台 に 用 い ら れ る も の で あ る 。 こ
の 洗 面 台 に あ っ て は 、 キ ャ ビ ネ ッ ト １ ３ 上 に 洗 面 ボ ウ ル １ を 有 す る 洗 面 カ ウ ン タ ー ２ が 固
定 さ れ て い る 。 キ ャ ビ ネ ッ ト １ ３ は 床 面 Ｆ 上 に 設 置 さ れ 、 洗 面 カ ウ ン タ ー ２ と 共 に そ の 背
面 が 壁 面 Ｗ に 当 接 さ れ て お り 、 そ の 内 部 は 収 納 ス ペ ー ス １ ４ と し て 使 用 さ れ る 。 キ ャ ビ ネ
ッ ト １ ３ の 前 面 は 扉 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 開 閉 さ れ る も の で 、 洗 面 用 具 、 浴 室 用 具 等 の 小
物 が 収 納 ス ペ ー ス １ ４ 内 か ら 出 し 入 れ さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 洗 面 カ ウ ン タ ー ２ は 、 洗 面 ボ ウ ル １ や バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ 等 と 一 体 に 合 成 樹 脂 で 形 成 さ れ
た も の で あ る が 、 洗 面 ボ ウ ル １ は 、 洗 面 カ ウ ン タ ー ２ 及 び バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ と は 別 体 に 陶
器 や ス テ ン レ ス 等 で 形 成 さ れ て 固 着 一 体 化 さ れ て も よ い 。 洗 面 ボ ウ ル １ の 底 部 分 に は 排 水
口 １ ５ が 設 け ら れ て お り 、 こ の 排 水 口 １ ５ は 排 水 栓 ４ に よ っ て 開 閉 さ れ る 。 排 水 栓 ４ が 開
動 作 さ れ る と 、 洗 面 ボ ウ ル １ か ら 排 水 口 １ ５ を 通 じ て 排 水 管 １ ６ へ と 汚 水 は 排 水 除 去 さ れ
る 。 排 水 栓 ４ を 開 閉 動 作 さ せ る 操 作 手 段 Ａ と し て の 操 作 体 ８ が 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 前 面
に 上 下 方 向 で ス ラ イ ド 動 作 さ れ る よ う 付 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 洗 面 ボ ウ ル １ の 排 水 口 １ ５ に は 排 水 筒 部 １ ７ が 垂 設 さ れ て お り 、 こ
の 排 水 筒 部 １ ７ 内 に は 、 排 水 か ら 毛 髪 や 糸 屑 等 を 除 去 す る た め に 、 ヘ ア キ ャ ッ チ ャ ー １ ８
が 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ て い る 。 ヘ ア キ ャ ッ チ ャ ー １ ８ に は 支 持 杆 １ ９ が 上 下 方 向 ス ラ イ ド
自 在 に 貫 通 保 持 さ れ て お り 、 こ の 支 持 杆 １ ９ の 上 端 部 分 に 排 水 栓 ４ と な る ケ レ ッ プ が 固 着
一 体 化 さ れ て い る 。 排 水 筒 部 １ ７ の 下 端 部 分 に は Ｌ 字 状 に 折 曲 し た 連 結 管 ２ ０ が 接 続 さ れ
て お り 、 こ の 連 結 管 ２ ０ に は 前 記 排 水 管 １ ６ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 連 結 管 ２ ０ の 下 端 底 壁 部 分 に 前 記 レ リ ー ス ５ の ア ウ タ ー チ ュ ー ブ ６ の 他 方 端 部
が 結 合 固 定 さ れ 、 こ の 他 方 端 部 で 上 下 方 向 に 摺 動 さ れ る イ ン ナ ー ワ イ ヤ ７ の 他 方 上 端 に は
作 動 杆 ２ １ が 結 合 さ れ て お り 、 こ の 作 動 杆 ２ １ と 前 記 支 持 杆 １ ９ と は 一 体 と な っ て 上 下 方
向 に ス ラ イ ド 動 作 さ れ る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 前 記 操 作 体 ８ の ス ラ イ ド 動 作 に 連 動 し
て 、 排 水 栓 ４ が 開 閉 動 作 さ れ る 。 な お 、 図 ２ 中 の ２ ２ は 、 前 記 洗 面 ボ ウ ル １ の 上 部 に 形 成
さ れ た オ ー バ ー フ ロ ー 孔 （ 図 示 せ ず ） か ら 流 出 し た オ ー バ ー フ ロ ー 水 を 排 水 筒 部 １ ７ 内 へ
と 案 内 し て 、 排 水 口 １ ５ か ら の 排 水 と 合 流 さ せ る オ ー バ ー フ ロ ー 管 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ に は 壁 面 Ｗ と の 間 に 内 部 ス ペ ー ス Ｓ が 形 成
さ れ る 。 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 前 面 壁 ３ １ に は 上 下 方 向 に 長 い ス リ ッ ト 状 の 取 付 用 開 口 １ １
が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 取 付 用 開 口 １ １ に は 操 作 体 ８ が 上 下 方 向 ス ラ イ ド 自 在 に 係 合 保 持
さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 操 作 体 ８ の 裏 側 に 間 隔 を 開 け 当 接 板 部 ２ ３ が 一 体 に 形 成 さ れ て お
り 、 操 作 体 ８ と 当 接 板 部 ２ ３ と で 取 付 用 開 口 １ １ の 口 縁 部 分 が 摺 動 自 在 に 挟 持 さ れ る こ と
に よ っ て 、 操 作 体 ８ は 取 付 用 開 口 １ １ で ス ラ イ ド 自 在 に 係 合 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 操 作 体 ８ の 前 表 面 に は 水 平 片 状 の 操 作 摘 み 片 １ ２ が 突 設 さ れ 、 操 作 体 ８ の 裏 側 に
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は 後 下 方 へ と 折 曲 し た 略 Ｌ 字 片 状 の 連 結 部 ９ が 突 設 さ れ て お り 、 こ れ 等 は 合 成 樹 脂 に て 一
体 に 形 成 さ れ た も の で あ る 。 な お 、 操 作 体 ８ は 金 属 で 形 成 さ れ て も よ く 、 取 付 用 開 口 １ １
の 表 側 と 裏 側 と が 別 体 に 形 成 さ れ た も の が 、 取 付 用 開 口 １ １ に 取 り 付 け る 際 に 結 合 一 体 化
さ れ て 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 内 部 ス ペ ー ス Ｓ に あ っ て は 、 レ リ ー ス ５ の ア ウ タ ー チ ュ ー ブ ６ の 端
部 が 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 前 面 壁 ３ １ の 裏 側 に 、 支 持 部 材 １ ０ を 介 し て 結 合 固 定 さ れ て い
る 。 こ の 場 合 、 前 面 壁 ３ １ の 裏 面 に 支 持 部 材 １ ０ が 固 着 突 出 さ れ 、 そ の 突 出 先 端 部 分 に は
上 下 に 開 口 貫 通 し た 円 筒 状 体 ２ ４ が 付 設 さ れ て お り 、 レ リ ー ス ５ の ア ウ タ ー チ ュ ー ブ ６ の
上 端 部 ６ ａ は 同 円 筒 状 体 ２ ４ の 下 端 部 分 に 螺 合 さ れ る 袋 ナ ッ ト ２ ５ に よ っ て 結 合 固 定 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 円 筒 状 体 ２ ４ 内 に は 前 記 略 Ｌ 字 片 状 に 折 曲 し た 連 結 部 ９ の 下 端 ９ ａ が 上 下 方 向
摺 動 自 在 に 嵌 合 さ れ 、 こ の 連 結 部 ９ の 下 端 ９ ａ と 前 記 レ リ ー ス ５ の イ ン ナ ー ワ イ ヤ ７ の 上
端 ７ ａ と が 同 円 筒 状 体 ２ ４ 内 に お い て 結 合 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 操 作 体 ８ を 上 方 へ ス ラ
イ ド 動 作 さ せ る と 前 記 排 水 栓 ４ が 下 降 し 閉 動 作 さ れ て 排 水 口 １ ５ は 閉 塞 さ れ 、 操 作 体 ８ を
下 方 へ ス ラ イ ド 動 作 さ せ る と 前 記 排 水 栓 ４ が 上 昇 し 開 動 作 さ れ て 排 水 口 １ ５ は 開 口 さ れ る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し た が っ て 、 こ の 実 施 形 態 の 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 に お い て は 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 前 面
に 洗 面 ボ ウ ル １ の 排 水 栓 ４ を 開 閉 動 作 さ せ る 操 作 手 段 Ａ を 備 え て お り 、 し か も 、 操 作 手 段
Ａ と し て 付 設 さ れ る 操 作 体 ８ が バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 前 面 に 上 下 方 向 で ス ラ イ ド 動 作 さ れ る
も の で あ る た め 、 操 作 手 段 Ａ と な る 操 作 体 ８ は 大 き く 突 出 し な い の で 邪 魔 に な ら ず 、 洗 面
ボ ウ ル １ を 有 す る 洗 面 カ ウ ン タ ー ２ の 上 面 及 び そ の 上 方 の ス ペ ー ス を 広 く 使 用 す る こ と が
で き 、 手 洗 い や 歯 磨 き や シ ャ ン プ ー 等 を 行 い 易 く な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 操 作 体 ８ の 後 側 に は バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 内 部 ス ペ ー ス Ｓ へ と 突 出 す る 連 結 部 ９ が
設 け ら れ 、 同 内 部 ス ペ ー ス Ｓ で は レ リ ー ス ５ の 端 部 が 上 方 へ 向 け て 固 定 さ れ て お り 、 こ の
レ リ ー ス ５ の 端 部 で 上 下 方 向 に 摺 動 さ れ る イ ン ナ ー ワ イ ヤ ７ の 上 端 ７ ａ と 前 記 操 作 体 ８ の
連 結 部 ９ と が 結 合 さ れ る た め 、 レ リ ー ス ５ は バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 内 部 ス ペ ー ス Ｓ で 曲 げ ら
れ る こ と な く 略 直 線 状 に 納 め ら れ 、 レ リ ー ス ５ の ア ウ タ ー チ ュ ー ブ ６ 内 に お け る イ ン ナ ー
ワ イ ヤ ７ の 摺 動 性 に 支 障 を 来 た す こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 更 に 、 こ の 場 合 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 内 部 ス ペ ー ス Ｓ に お い て レ リ ー ス ５ は 上 下 方 向 で
略 直 線 状 に し て 収 容 さ れ る の で 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 内 部 ス ペ ー ス Ｓ を 前 後 に 狭 く 形 成 す
る こ と が で き 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 前 後 奥 行 き 寸 法 を 小 さ く 抑 え て 、 洗 面 カ ウ ン タ ー ２ 全
体 を 前 後 に 小 さ く コ ン パ ク ト に す る こ と が で き る 。 ま た 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 内 部 ス ペ ー
ス Ｓ に お い て レ リ ー ス ５ を 無 理 に 折 り 曲 げ る こ と が な く な り 、 レ リ ー ス ５ の 破 損 も 防 止 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 形 態 の 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 に お い て は 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 内 部 ス ペ ー
ス Ｓ 内 で 、 レ リ ー ス ５ の ア ウ タ ー チ ュ ー ブ ６ の 上 端 部 ６ ａ が バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 前 面 壁 ３
１ の 裏 側 に 、 円 筒 状 体 ２ ４ や 袋 ナ ッ ト ２ ５ を 有 す る 支 持 部 材 １ ０ を 介 し て 結 合 固 定 さ れ る
た め 、 レ リ ー ス ５ の 端 部 は 上 方 へ 向 い た 状 態 で 強 固 に 固 定 さ れ る 。 そ し て 、 操 作 体 ８ の 連
結 部 ９ が 後 下 方 へ と 折 曲 し た 略 Ｌ 字 状 に 形 成 さ れ て い る の で 、 こ の 略 Ｌ 字 状 の 連 結 部 ９ の
下 端 ９ ａ と レ リ ー ス ５ の イ ン ナ ー ワ イ ヤ ７ の 上 端 ７ ａ と は 、 支 持 部 材 １ ０ の 円 筒 状 体 ２ ４
内 で 納 ま り 良 く 確 実 に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 形 態 の 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 に お い て は 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 前 面 壁 ３ １
に 形 成 さ れ た 取 付 用 開 口 １ １ に 操 作 体 ８ が 上 下 方 向 ス ラ イ ド 自 在 に 係 合 保 持 さ れ て い る の
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で 、 操 作 体 ８ は 前 方 へ 大 き く 突 出 す る こ と な く 確 実 に ス ラ イ ド ガ イ ド さ れ 、 し か も 、 操 作
体 ８ の 前 表 面 に 操 作 摘 み 片 １ ２ が 突 設 さ れ て い る た め 、 操 作 体 ８ は 全 体 と し て 大 き く な ら
ず に 、 操 作 摘 み 片 １ ２ だ け が 前 方 へ 突 出 し て 邪 魔 に な り 難 く 、 こ の 操 作 摘 み 片 １ ２ を 摘 ん
で 操 作 し 易 い も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 本 願 発 明 の 操 作 手 段 は 、 上 記 実 施 形 態 に お け る 操 作 手 段 Ａ の 構 成 に 限 定 さ れ る も
の で な く 、 バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 前 面 に 上 下 方 向 で ス ラ イ ド 動 作 さ れ る 操 作 体 ８ を 有 し 、 こ
の 操 作 体 ８ か ら バ ッ ク ガ ー ド 部 ３ の 内 部 ス ペ ー ス Ｓ に 突 出 さ れ る 連 結 部 ９ が 、 同 内 部 ス ペ
ー ス Ｓ で 上 方 へ 向 け て 固 定 さ れ る レ リ ー ス ５ の 端 部 で 上 下 方 向 に 摺 動 す る イ ン ナ ー ワ イ ヤ
７ の 上 端 ７ ａ に 結 合 さ れ る も の で あ れ ば よ い も の で あ る 。 ま た 、 本 願 発 明 の 排 水 栓 遠 隔 操
作 装 置 は 、 洗 面 ボ ウ ル を 流 し シ ン ク 、 洗 面 カ ウ ン タ ー を キ ッ チ ン カ ウ ン タ ー と し て 、 流 し
台 に お い て 実 施 す る こ と も で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 願 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 が 用 い ら れ た 洗 面 台 を 示 す （ ａ
） は 概 略 縦 断 面 図 、 （ ｂ ） は 同 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 の 要 部 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ２ 】 同 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 の 排 水 栓 部 分 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ３ 】 従 来 例 で あ る 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 の 要 部 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ４ 】 別 の 従 来 例 で あ る 排 水 栓 遠 隔 操 作 装 置 の 要 部 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ 　 洗 面 ボ ウ ル
　 ２ 　 洗 面 カ ウ ン タ ー
　 ３ 　 バ ッ ク ガ ー ド 部
　 ３ １ 　 前 面 壁
　 ４ 　 排 水 栓
　 ５ 　 レ リ ー ス
　 ６ 　 ア ウ タ ー チ ュ ー ブ
　 ７ 　 イ ン ナ ー ワ イ ヤ
　 ７ ａ 　 上 端
　 ８ 　 操 作 体
　 ９ 　 連 結 部
　 ９ ａ 　 下 端
１ ０ 　 支 持 部 材
１ １ 　 取 付 用 開 口
１ ２ 　 操 作 摘 み 片
　 Ａ 　 本 願 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 操 作 手 段
　 Ｂ 、 C  従 来 例 に お け る 操 作 手 段
　 Ｓ 　 内 部 ス ペ ー ス
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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